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今年は、彫刻家・佐藤忠良（１９１２－２０１１）の生誕１００年に当たります。佐藤忠良は宮城県に 

生まれ、少年期を夕張、札幌で過ごしました。道内には忠良の彫刻作品が多数あり、道民にもなじ 

み深い作家と言えるでしょう。 

本展示では、彫刻家としての顔の他、福音館の絵本「おおきなかぶ」の挿絵でも知られる画家とし 

ての側面や交友関係などを、資料を通して紹介します。 

 

 

＜コーナー１＞ 

北海道での少年期と札幌二中学校が結んだ交友関係 
  

１９１２年（明治４５）宮城県に生まれた佐藤忠良は、父の死により、１９１９年（大正８）母の実家の移住先であ

る夕張町に移ります。夕張第一尋常小学校を卒業した忠良は、１９２５年（大正１４）札幌第二中学校（現在の札

幌西高等学校）に入学し、そこで後に小説家となる船山馨※１や、作曲家となる伊福部昭※２らと出会います。ま

た中学校の先輩には同じ彫刻家の山内壮夫※３や本郷新※４がおり、作品の共同制作を行ったりしています。 

 

※１）船山馨（ふなやま かおる 1914～1981） 小説家。札幌生まれ。代表作に「石狩平野」、「お登勢」、「茜いろの坂」等。 

※２）伊福部昭（いふくべ あきら 1914～2006） 作曲家。釧路生まれ。「ゴジラ」の作曲等で知られ、東京音楽大学学長も務めた。 

※３）山内壮夫（やまのうち たけお 1907～1975） 彫刻家。岩見沢生まれ。国画会、新制作派協会を舞台に作品を発表。 

※４ 本郷新（ほんごう しん 1905～1980） 彫刻家。札幌生まれ。日本を代表する彫刻家として活躍。本道彫刻界にも貢献した。 

 

（展示資料リスト） 

  資料名 著者名 出版者 出版年 請求記号 

1 私のなかの歴史 5 北海道新聞社∥編 北海道新聞社 1985.5 281.08/W/5 

2 輔仁 輔仁会∥編 輔仁会 1973 374.6/HO 

3 わが北海道 ２巻９号   東京文化センター北海

道 PR センター 
1971   

4 わが北海道 ３巻１０号   東京文化センター北海

道 PR センター 
1971   

5 創立十周年記念絵葉書   北海道庁立札幌第二

中学校 
1922 ｴﾊ/561/ｷｮｳ-21 

6 孤客 川西 政明∥著 北海道新聞社 1982.8 910.268/F 

7 船山馨 北海道文学館∥編 北海道新聞社 1996.5 910.268/F 

8 石狩平野 船山馨∥著 河出書房 1967 F/F/1 

9 石狩平野 続 船山馨∥著 河出書房 1968 F/F/2 

10 伊福部昭・音楽家の誕生 木部 与巴仁∥著 新潮社 1997.4 289/I 

11 伊福部昭の宇宙 富樫 康∥[ほか]著 音楽之友社 1992.5 289/I 

12 本郷新の仲間達展  札幌彫刻美術館 1984 710.6/SA 

13 山内壮夫遺作展 旭川郷土博物館∥編 旭川郷土博物館 1983 710.8/A 
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＜コーナー２＞ 

佐藤忠良の仕事 〈さし絵〉 
 

 佐藤忠良というと、彫刻家というイメージが強いですが、さし絵も多く手掛けています。 

 絵本のさし絵の仕事で最も有名なのは、ロングセラー『おおきなかぶ』（福音館書店 １９６２年）ではないでしょ

うか。お話自体もポピュラーですが、「絵本で読んだのはこの絵！」という人も多いはずです。 

 

（展示資料リスト） 

  資料名 著者名 出版者 出版年 請求記号 

14 原野にとぶ橇 加藤 多一∥著 偕成社 1979 J913.8/KA 

15 父母の原野 更科 源蔵∥著 偕成社 1983 J913.8/SA 

16 移住者の原野 更科 源蔵∥著 偕成社 1986.6 J913.8/SA 

17 おさない原野 更科 源蔵∥著 偕成社 1984.1 J913.8/SA 

18 少年たちの原野 更科 源蔵∥著 偕成社 1984.10 J913.8/SA 

19 小さな町の風景 杉 みき子∥著 偕成社 1982.9 J913.8/SU 

20 木 木島 始∥文 福音館書店 2005.7 J913.8/SA 

21  おおきなかぶ 内田/莉莎子‖再話 福音館書店 1966.6 E/SA 

 

 

＜コーナー３＞ 

佐藤忠良の仕事 〈彫刻〉 
 １９３２年（昭和７）秋、絵描きになることを決心して東京へ出た忠良は、前年に上京していた船山馨の下宿に同

居しながら画学校に通いますが、絵画にゆきづまりを感じ、しだいに彫刻家をめざすようになります。 

 １９３４年（昭和９）東京美術学校（現東京芸術大学）彫刻科に入学し、同級だった船越保武らと貸アトリエでの

共同生活を始めた忠良は、国画会や新制作派協会等に参加し、精力的に彫刻制作を行います。戦後は東京造

形大学で教鞭をとる傍ら創作活動を行い、数々の賞を受賞するとともに、パリで個展を開くなど国際的にも高い

評価を受けました。 

 道内にも忠良の作品が多数あり、美術館だけでなく、公園内や銀行、ホテルの壁面に見ることができます。 

 

（展示資料リスト） 

  資料名 著者名 出版者 出版年 請求記号 

22 北海道新庁舎のレリーフに

関する資料 

    [1967] 711.8/HO 

23 佐藤忠良のすべて巡回展    [出版者不明] [198-] ｴﾊ/ｻﾞﾂ/91 
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＜コーナー４＞ 

佐藤忠良の作品を観に行く 
 

＜佐藤忠良の作品を常設している施設＞ 

 

・佐藤忠良記念子どもアトリエ（札幌芸術の森野外美術館内） 

所在地：札幌市南区芸術の森 2 丁目 75 

TEL:011-592-4123 

開館時間：9 時 45 分～17 時 

休館日：4 月 29 日～11 月 3 日は無休、11 月 4 日～4 月 28 日は月曜日 

 

・宮城県美術館 佐藤忠良記念館 

所在地：宮城県仙台市青葉区川内元支倉 34-1 

TEL:022-221-2111 

開館時間：9 時 30 分～17 時 

休館日：月曜日（ただし、祝日に当たる場合は開館し、翌日休館） 

 

・まほろばホール 佐藤忠良ギャラリー 

所在地：宮城県黒川郡大和町吉岡南 2 丁目 4-14 

TEL:022-344-4401 

開館時間：9 時 30 分～16 時 30 分 

休館日：第 1・第 3 火曜日 

 

・佐川美術館 佐藤忠良館 

所在地：滋賀県守山市水保町北川 2891 

電話：077-585-7800 

開館時間：9 時 30 分～17 時 

休館日：月曜日（ただし、祝日に当たる場合は開館し、翌日休館） 

 

※開館時間・休館日は各館のホームページから情報を得ていますが、変更になることもありますので、ご来場 

の際は事前にご確認ください。 

 

（展示資料リスト） 

  資料名 著者名 出版者 出版年 請求記号 

24 佐藤忠良記念子どもアトリ

エ 

札幌芸術の森美術館∥

編 

札幌市 2008.9 710.8/SA 

25 札幌芸術の森    [出版者不明] 1986.7 ｴﾊ/561/ｶﾝ-62
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＜道内の佐藤忠良作品が見られる主な場所＞ 

『さっぽろ文庫 21』（北海道新聞社 1982）、『旭川叢書 25』（旭川振興公社 1999）、『季刊銀花 106』（文化出版局

1996）を基に作成しているため、現在と情報が違っている場合があります。ご了承ください。 

 

・札幌市 

作品名 設置（年） 所在地 

開拓母の像 

大地（合作） 

二才のりゅう 

「島本融」胸像 

道民ホール・レリーフ 

南鷹次郎 

雪娘 

えぞ鹿 

牛と少年（真駒内種畜場跡碑） 

蒼穹 

岩村通俊像 

大野精七博士顕彰碑 

１９６３ 

１９６４ 

１９７２ 

１９７２ 

１９６８ 

１９４２（制作）

１９７１ 

１９７１ 

１９６４ 

１９７７ 

１９６７ 

１９８２ 

中央区大通西４丁目 北海道銀行本店１階ロビー 

中央区大通西４丁目 北海道銀行本店１階ロビー 

中央区大通西４丁目 北海道銀行本店１階ロビー 

中央区大通西４丁目 北海道銀行本店４階 

中央区北３条西６丁目 北海道庁１階道民ホール 

中央区北４条西１丁目 ホクレンビル１階ロビー 

南区真駒内五輪小橋 東端北側 

南区真駒内五輪小橋 東端南側 

南区真駒内曙町１ 真駒内第 1 公園内 

中央区宮の森４の８ 札幌西高等学校構内 

中央区宮ヶ丘 円山公園北側 

中央区宮の森 大倉山ジャンプ競技場内 

・旭川市 

作品名 設置（年） 所在地 

若い女・夏 

若い女 

帽子・立像 

亜古 

北海道伝統美術工芸村彫刻群 

１９７６  

１９７２ 

１９９３ 

１９８９ 

－ 

１条買物公園 西武Ａ館前 

２条買物公園 マルカツ前 

神楽３条７丁目 大雪クリスタルホール内 

東光９条４丁目 旭川信用金庫東光支店 

南が丘３丁目 

・釧路市 

作品名 設置（年） 所在地 

夏 １９７７ 北大通 幣舞橋 

・砂川市 

作品名 設置（年） 所在地 

小さな羊 １９７８ 北光 砂川少年自然の家 

 

（展示資料リスト） 

  資料名 著者名 出版者 出版年 請求記号 

26 さっぽろ文庫 21 札幌市教育委員会∥編 北海道新聞社 1982 081.2/SA/21 

27 旭川叢書 25 旭川市中央図書館∥編 旭川振興公社 1999.3 081.2/A/25 

28 札幌散策 2010 芸術の森美術館∥監修 札幌市芸術文化財団 2010.3 710.8/SA/H22 
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＜コーナー５＞ 

作品集、図録など 
 

  資料名 著者名 出版者 出版年 請求記号 

29 つぶれた帽子 佐藤/忠良‖著 中央公論新社 2011.8 289/SA 

30 彫刻家佐藤忠良 市瀬見∥著 一光社 1985.5 289/SA 

31 
佐藤忠良彫刻の顔、人の

顔・特集 

  文化出版局 1996.6 289/SA 

32 子どもたちが危ない 佐藤忠良∥著 岩波書店 1985.2 370.4/SA 

33 
佐藤忠良のすべて 「佐藤忠良のすべて」展カタ

ログ編集委員会∥編 

空間造形コンサ

ルタント 

1990 706.9/SA 

34 
彫刻・佐藤忠良展 佐藤忠良展実行委員会∥編 現代彫刻センタ

ー 

1975 706.9/SA 

35 
所蔵作品目録 佐藤忠良

コレクション 

佐藤 忠良∥[作] 宮城県美術館 1991 706.9/SH 

36 
佐藤忠良作品集 大きな

帽子 

佐藤 忠良∥著 現代美術社 1978 710.8/SA 

37 佐藤忠良 佐藤 忠良∥著 講談社 2008.3 715/SA 

38 アトリエの中から 佐藤 忠良∥著 東京印書館 1980 725/SA 

39 子どもたちが危ない 佐藤忠良∥著 岩波書店 1985.2 370.4/SA 

40 
佐藤忠良「彫刻の世界」出

版案内 

  [札幌テレビ放送] [1990] P712.8/SA

 

 6



佐藤忠良年譜     

『つぶれた帽子 佐藤忠良自伝』（中公文庫 2011 年）をもとに作成 
年号 年齢 事項 参考事項 

１９１２年（明治４５） 

 

 ７月４日、農学校教師の父・忠四郎、母・幸の長男として、宮

城県黒川郡落合村舞野（現在の大和町）に生まれる。 

明治天皇崩御。大正と改

元。 

１９１６年（大正５） ４ 弟・忠行生まれる。  

１９１８年（大正８） ６ １２月、父・忠四郎没。 第一次世界大戦終結。 

１９１９年（大正９） ７ 母の実家の移住先である北海道夕張市に移る。 

４月、夕張第一尋常高等小学校に入学。 

 

１９２５年（大正１４） １３ ４月、札幌第二中学校（現札幌西高校）に入学。 

在学中は水泳部に所属したが、１学年下で後に小説家とな

る船山馨や作曲家となる伊福部昭らと絵画部を結成し、水

彩画を描き始める。 

治安維持法公布。 

１９３０年（昭和５） １８ 北大農学部を受験するが途中で試験を放棄。 

３月、札幌第二中学校を卒業。 

この頃から油彩画を独学で描き始める。 

 

１９３１年（昭和６） １９ ９月、北海道美術協会展（道展）に油彩画が入選。 満州事変。 

１９３２年（昭和７） ２０ 北樹社展での受賞を機に、本格的に絵画を勉強するために

上京。前年に上京していた船山馨の下宿に同居し、川端画

学校に通う。 

５・１５事件 

 

１９３３年（昭和８） ２１ 絵画に行き詰まりを感じていたとき、美術雑誌でブールデ

ル、マイヨール、デスピオなどの作品に触れ、しだいに彫刻

家を志す。 

 

１９３４年（昭和９） ２２ ４月、東京美術学校（現在の東京藝術大学）彫刻科塑像部

に入学。 

 

１９３７年（昭和１２） ２５ ４月、上級生の柳原義達の誘いで第１２回国画展に出品し、

国画会奨学賞を受賞する。国画会には、中学の先輩の本郷

新、山内壮夫が所属しており、高村光太郎が会員として名を

連ねていた。 

廬溝橋事件、日中戦争

へ。 

１９３９年（昭和１４） ２７ １月、美校の仲間と開いていた研究会が思想問題で取り調

べを受け、練馬警察署に留置される。 

３月、東京美術学校卒業。 

１１月、国画会を退会した本郷、山内らと新制作派協会彫刻

部創立に参加、会員となる。 

この頃より、府立第十高等女学校、自由学園、文化学院で

非常勤講師をつとめる。 

 

第二次世界大戦開戦。 
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年号 年齢 事項 参考事項 

１９４０年（昭和１５） ２８ ４月、吉田照と結婚。世田谷区世田谷（現梅丘）に転居

する。 

 

１９４１年（昭和１６） ２９ 長男・達郎誕生。 太平洋戦争開戦。 

１９４２年（昭和１７） ３０ 初めての絵本『ウシヲカフムラ』（金井信生堂）刊行。編

著者は北海道出身の詩人吉田一穂で、以後、４４年ま

でにシリーズ４冊の挿絵を担当。 

 

１９４３年（昭和１８） ３１ 長女・オリエ誕生。  

１９４４年（昭和１９） ３２ ７月、召集を受け入隊。満州に渡り、ソ連国境近くの東

寧に配属される。 

学童疎開始まる。 

１９４５年（昭和２０） ３３ 終戦を知らず約１か月間逃避行ののちソ連軍に投降。

３年間シベリア・イルクーツク州タイシェットの収容所に

抑留される。 

広島、長崎に原爆投下。

終戦。 

１９４８年（昭和２３） ３６ 夏、舞鶴港に復員。家族がいた千葉に身を寄せるが、

間もなく上京し世田谷の本郷新宅に単身寄宿する。 

この頃、桑沢洋子の招きで洋裁学校のデッサンの講師

となる。 

 

１９４９年（昭和２４） ３７ 渋谷区代々木上原に新居を構え、妻子と母が千葉から

上京する。 

 

１９５１年（昭和２６） ３９ 世田谷近辺在住の美術家による「白と黒の会」に加

入。この頃、雑誌の挿絵や書籍の装丁画などを描く。 

サンフランシスコ講和条約

調印。 

１９５２年（昭和２７） ４０ ６月、平和のための美術展（平和美術展）の創設に参

加する。 

 

１９５４年（昭和２９） ４２ ４月、桑沢デザイン研究所創立とともに教員となる。  

１９５８年（昭和３３） ４６ ２月、母・幸没。  

１９５９年（昭和３４） ４７ 杉並区永福に転居。 

絵本『やまなしもぎ』が福音館書店から出版される。以

後『おおきなかぶ』（６２年）『ゆきむすめ』（６３年）など同

書店との絵本の仕事が続く。 

 

１９６２年（昭和３７） ５０ １０月、初個展となる、佐藤忠良個展（札幌大丸ギャラ

リー）を開催。 

 

１９６４年（昭和３９） ５２ 札幌市北海道銀行本店にレリーフ《大地》を本郷新、山

内壮夫と共同制作。 

 

１９６５年（昭和４０） ５３ ７月、船山馨の新聞連載小説「石狩平野」（北海タイム

ス）の挿絵を担当。以後、「お登勢」「見知らぬ橋」「蘆火

野」「茜いろの坂」など船山の連載小説の挿絵を描く。 

８月、彫刻三人展―本郷新・山内壮夫・佐藤忠良（北海

道銀行本店）。 
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年号 年齢 事項 参考事項 

１９６６年（昭和４１） ５４ ４月、東京造形大学に美術科主任教授として迎えられ

る。 

 

１９７１年（昭和４６） ５９ 初の作品集『彫刻＝佐藤忠良 １９４９－１９７１』（現代

彫刻センター）を刊行。 

 

１９７２年（昭和４７） ６０ 彫刻・佐藤忠良自選展（仙台藤崎デパートほか札幌、

岡山を巡回）を開催。 

札幌冬季オリンピック開

催。 

沖縄が返還される。 

１９７４年（昭和４９） ６２ １月、第１５回毎日芸術賞を受賞。 

３月、昭和４８年度芸術選奨文部大臣賞を受賞。 

 

１９７７年（昭和５２） ６５ １月、北海道新聞文化賞を受賞。 

５月、釧路市幣舞橋に、本郷新、柳原義達、舟越保武

と《道東の四季》を制作、設置。 

 

１９８６年（昭和６１） ７４ 東京造形大学名誉教授となる。 

１１月、生誕地宮城県に全作品を寄贈することを表明

する。 

ソ連チェルノブイリ原発事

故。 

１９８９年（平成元） ７７ １月、１９８８年度朝日賞を受賞。 昭和天皇崩御。平成と改

元。 

１９９０年（平成２） ７８ ６月、宮城県美術館に佐藤忠良記念館が開館する。 東西ドイツ統一。 

１９９３年（平成５） ８１ １１月、佐藤忠良彫刻展（夕張市美術館）。 プロ・サッカーＪリーグ発

足。 

１９９５年（平成７） ８３ 生誕地の宮城県大和町に佐藤忠良ギャラリーが開設さ

れる。 

阪神・淡路大震災。 

地下鉄サリン事件。 

１９９６年（平成８） ８４ ６月、佐藤忠良－こどもの世界（旭川市彫刻美術館）。 アトランタ・オリンピック。 

１９９７年（平成９） ８５ ６月、佐藤忠良母校展（札幌西校等学校輔仁会館）。  

２００４年（平成１６） ９２ ９月、土の手をやすめて－佐藤忠良のスケッチブック

（北海道立釧路芸術館、北九州市立美術館、川村美術

館に巡回）。 

 

アテネ・オリンピック。 

２０１０年（平成２２） ９８ ４月、宮城県美術館所蔵・佐藤忠良展（川越市立美術

館ほか）開催。 

１２月、「ある造形家の足跡・佐藤忠良展」（世田谷美術

館）開催。これが生前最後の個展となる。 

 

２０１１年（平成２３）  ３月３０日午前８時１６分、老衰のため杉並区永福のア

トリエ敷地内の自室で没。 

東日本大震災。 
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